
 第Ⅱ部 第９章 近代ヨーロッパの成立  

３ 宗教改革                           教教教教ｐｐｐｐ191191191191（（（（L12L12L12L12））））～～～～pppp111195959595 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドイツ スイス イギリス 

1378：ウィクリフの宗教改革運動 

（百年戦争中） 

 

1400 頃：フスの宗教改革運動 

1415：コンスタンツ公会議⇒フス火刑 

 
                    の改革 

〔発端〕：教皇【②         】 

…【③      】（免罪符）を販売 

※サン=ピエトロ大聖堂の新築資金 

調達のため！ 

〔主張〕 

○救いは福音信仰のみによる 

⇒善行による救いを否定 

⇒聖書第一主義 

⇒教皇の権威を否定 

〔改革内容〕 

○【④            】（1517） 

…教会の贖宥状販売を弾劾！ 

○『キリスト者の自由』出版 

〔改革経過〕 

○教皇から破門 

○1521：ヴォルムス帝国議会  

…皇帝【⑤        】から圧力 

○ザクセン選帝侯がルターを保護！ 

○新約聖書をドイツ語訳 

【⑥        】戦争（1524～25） 

…ルターに共鳴した農民の反乱 

〔指導者〕【        】 

〔結果〕鎮圧され処刑 

○シュマルカルデン戦争（1546～47） 

…ルター派諸侯 VS カトリック諸侯 

○【⑧           】の和議 

…諸侯はルター派とカトリックの 

どちらも採用できる！（1555） 

※領民は諸侯の宗派に従う 

 ① 
                    の改革 

（1523～31） ○都市チューリヒ 

⇒カトリック擁護派との戦争で戦死 

 

                    の改革 

（1536 開始）○都市【⑪       】 

〔主張〕 

○【⑫       】 

…各人の魂が救われるかどうかは 

すでに神により決められている！ 

○職業労働への専念をすすめる 

○救いの証拠として蓄財を肯定 

○【⑬         】 

…一般信徒から長老を選び，牧師 

とともに教会を運営する仕組み 

〔改革内容〕 

○『キリスト教綱要』出版 

○厳格な禁欲的神権政治を行う！ 

〔影響〕 

ヨーロッパ各地に広まる！ 

⇒カルヴァン派の呼び名 

○フランス…ユグノー 

○ネーデルラント…ゴイセン 

○イングランド…ピューリタン 

○スコットランド…プレスビテリアン 

 

 ⑨ 

 ⑩ 

                の改革 

（テューダー朝 1534 開始）  

〔発端〕 

○離婚を教皇に認めてもらえなかった 

ため！ 

〔改革内容〕 （議会の協力を得る） 

○【⑮     】法（1534） 

…英教会の首長は国王とする 

⇒カトリックから離脱！ 

⇒【⑯        】教会を樹立 

〔改革経過〕 

○エドワード 6 世…『一般祈祷書』 

→国教会の教義を作成 

○メアリ 1 世 

…スペイン王フェリペ 2 世と結婚 

⇒カトリック復活，国教徒弾圧 

○【⑰           】 

…【⑱     】法（1559） 

⇒イギリス国教会の教義を確立 

※イギリス国教会教義 

…カトリックと新教の折衷的内容 

 ⑭ 

                   （反宗教改革） …宗教改革に対抗して行われた，カトリック教会の改革運動 

【⑳          】（ジェズイット教団）が中心となり推進 

○【○21                 】・フランシスコ=ザビエルらが結成 

○ヨーロッパおよび海外で積極的にカトリック布教 

【○22          】公会議（1545） 

○教皇の至上権を再確認 

○禁書・宗教裁判所により異端の取りしまりを強化 

 ⑲ 


